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十日町警察署管内の交通事故死者数の推移
　　　　　　　　　　　※平成5年8月末日現在

指
し
て

II

　
毎
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
交
通
事
故
が
報
道
さ
れ
、
特
に

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
若
者
の
痛
ま
し
い
事
故
が
多
発

し
て
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
十
目
町
警
察
署
管

内
（
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
）
に
お
い
て
も
、
既
に
昨
年
を
上
回

る
八
人
の
死
亡
事
故
が
起
き
、
つ
い
最
近
も
女
子
高
校
生
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
郡
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
会
長
丸
山

市
長
）
で
は
、
死
亡
事
故
防
止
を
目
指
し
、
九
月
三
日
「
交
通
死

亡
事
故
抑
止
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
交
通
死
亡
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
対
策
本
部
の
設
置
を
機
会
に
、
も
う
一
度
交
通
安
全
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

豪
翻
職
襯

S58　59　60　61　62　63H元　2　3　4　5（年）

入（
2
1
0
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

　
十
日
町
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、

上
表
の
通
り
昨
年
一
年
間
の
七
人
を

上
回
る
八
人
が
、
既
に
交
通
事
故
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
一
か
月

間
に
、
三
人
と
い
う
激
増
ぶ
り
で
す
。

　
こ
れ
以
上
、
交
通
死
亡
事
故
の
発

生
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
交
通
死

亡
事
故
抑
止
緊
急
対
策
本
部
が
、
九

月
三
日
か
ら
三
十
日
ま
で
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
丸
山
市
長
を
本
部
長
と
し

て
、
各
市
町
村
、
警
察
署
、
土
木
事

務
所
、
各
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど

が
協
力
し
て
、
次
の
活
動
を
重
点
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

團
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
活
動

・
広
報
車
、
チ
ラ
シ
、
立
看
板
等
に

　
よ
る
交
通
安
全
の
呼
び
か
け

・
運
転
者
向
け
安
全
講
習
の
実
施

・
事
業
所
や
お
年
寄
り
家
庭
に
対
す

　
る
訪
問
指
導

・
幼
稚
（
保
育
）
園
、
小
・
中
・
高

　
等
学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
の
指

　
導
強
化

幽
交
通
規
制
及
び
安
全
施
設
の
整
備

・
交
通
危
険
箇
所
の
点
検

・
交
通
弱
者
保
護
の
た
め
の
交
通
規

　
制
の
見
直
し

・
指
導
看
板
の
掲
示

幽
交
通
指
導
及
び
取
り
締
り
の
強
化

・
広
報
車
等
に
よ
る
巡
回
指
導

・
幹
線
道
路
や
交
差
点
で
の
指
導

・
飲
酒
運
転
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

　
違
反
、
駐
車
違
反
の
取
り
締
り
の

　
強
化

2



轍　
県
内
の
死
亡
者
数
は
h
七
月
末
日

ま
で
で
百
八
十
八
人
と
、
昨
年
同
日

よ
り
四
十
四
人
増
え
て
い
ま
す
。
う

ち
自
動
車
乗
車
中
の
死
亡
者
は
、
左

表
の
と
お
り
九
十
六
人
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
の
は
十
七
人

で
、
非
着
用
者
六
十
九
人
の
う
ち
、
着

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
人
は
二
十
七
入
（
約
四
割
）
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
バ
イ
ク
が
ら
み
の

死
亡
事
故
は
二
件
で
、
歩
行
中
の
お

年
寄
り
が
高
校
生
運
転
の
バ
イ
ク
に

は
ね
ら
れ
て
死
亡
し
、
高
校
生
は
重

体
と
な
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
高

校
生
は
フ
ル
フ
ェ
イ
ス
型
（
頭
全
体

を
覆
う
）
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て

　
で

内
ま

県
末

潟
月

新
7

※
シートベルトの着用状況

　　　状態別

区　分

自動車乗車中
運転中 同乗中 、合　計

シ
ベ
1
ル
ト
ト

難灘灘／51（72．9％） 18（69。2％） 69（71、9％）

菱・講灘・ 15（21．4％） 2（7．7％） 17（17．7％）

不　明 4（5，7％） 6（23，1％） 10（10．4％）

合　　計 70（100％） 26（100％） 96（100％）

い
た
た
め
、
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
車
に
乗
っ
た
ら
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
る
、
バ
イ
ク
に

乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
き
ち
ん

と
か
ぶ
る
こ
と
で
、
自
分
の
命
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
、
暴
走
運
転
な
ど
の
違
反
を
し
な

い
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
車
に
乗
っ
た
ら
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
」
「
バ
イ
ク
に
乗

る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と

か
ぶ
る
」
こ
と
を
習
慣
と
し
て
身
に

付
け
る
こ
と
が
、
自
分
の
命
を
守
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
十
日
町
実

業
高
校
で
は
、
生
徒
会
、
P
T
A
が

話
し
合
っ
て
、
バ
イ
ク
通
学
の
男
子

生
徒
は
フ
ル
フ
ェ
イ
ス
型
を
、
女
子

生
徒
は
ジ
ェ
ッ
ト
型
（
耳
ま
で
覆
う
）

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
決
め
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

ザ糞
鍛
撫
．
舞
羅

　
鑑
遜
夷
籔
f
｝

ジェット型（写真左）とフルフェイス型のヘルメット

は、バイクの運転手の頭を衝撃から守ります。

　
市
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
四

人
の
う
ち
、
三
人
が
お
年
寄
り
で
す
。

お
年
寄
り
が
運
転
す
る
乗
用
車
が
、

国
道
横
断
中
の
お
年
寄
り
を
は
ね
て

死
亡
さ
せ
る
お
年
寄
り
同
士
の
事
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
自
身
が
交
通
ル

ー
ル
を
再
認
識
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
家
庭
や
地
域
等
で
交
通
安
全
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

九
月
は
全
国
秋
の
交
通
安
全
運
動
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
も
う
一
度
交
通

ル
ー
ル
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

①
危
険
は
な
い
と
思
っ
た
な
ど
の
認

知
ミ
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
速
度
・
距
離
間
隔
を
誤
っ
た
、
相

手
が
譲
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
た
な
ど

の
判
断
ミ
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

③
ブ
レ
ー
キ
や
ハ
ン
ド
ル
の
操
作
を

誤
っ
た
、
動
作
が
緩
慢
だ
っ
た
な
ど

の
操
作
ミ
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

①
横
断
す
る
と
き
は
、
信
号
機
や
横

断
歩
道
な
ど
が
あ
る
安
全
な
場
所
を

選
び
、
渡
る
前
に
必
ず
安
全
確
認
す

る
。
横
断
す
る
道
路
の
中
央
付
近
ま

で
は
右
を
、
中
央
か
ら
後
半
は
左
を

主
に
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
以
上
は
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が

事
故
に
合
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
た
め

の
交
通
ル
ー
ル
の
一
端
で
す
。
道
路

で
困
っ
て
い
た
り
、
危
い
行
動
を
し

て
い
た
ら
一
声
か
け
る
思
い
や
り
や
、

歩
行
者
や
自
転
車
、
バ
イ
ク
の
お
年
寄

り
を
見
た
ら
一
時
停
止
す
る
な
ど
、
ち

よ
っ
と
し
た
心
が
け
で
お
年
寄
り
の

事
故
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
明
日
は
我
が
身
、
交
通
事
故
に
遭

う
の
も
起
こ
す
の
も
わ
た
し
た
ち
自

身
で
す
。
交
通
事
故
防
止
は
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

思
い
や
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を

心
が
け
る
と
同
時
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す
る
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
き

ち
ん
と
か
ぶ
る
な
ど
し
て
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
交
通
死
亡
事
故
抑
止
緊
急
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
も

う
一
度
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
よ
・
つ
。

ん
〕

さ
署

治
察
長

　
警
課

忠
町
通

井
相
交

白
〔

　
お
年
寄
り
は
道
路
を
横
断
す
る
と

き
、
行
き
た
い
方
向
し
か
見
て
い
ま

せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
「
お

年
寄
り
を
見
た
ら
赤
信
号
」
と
思
い
、

不
測
の
事
態
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
年
寄
り
も
左
右
の
確
認
を

す
る
な
ど
し
て
、
自
分
自
身
の
命
は

自
分
で
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ん
〕

　
さ
校

　
　
高

掲
覚
業
年

　
　
実

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
田
2

橋
日

　
　
十

　
高
〔

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
話
し
合
っ

て
、
女
子
は
ジ
ェ
ッ
ト
型
を
、
男
子
は

フ
ル
フ
ェ
イ
ス
型
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
る
こ
と
を
決
め
、
春
か
ら
実
行

し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
ス
ピ
ー
ド
を

出
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
へ
衝
撃

に
強
く
丈
夫
で
安
全
な
フ
ル
フ
ェ
イ

ス
型
を
か
ぶ
っ
て
通
学
し
て
い
ま
す
。

平成5年9月m日3とおガ詐お
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踏
③
辮
縷
譲
購
墾
響
購

　
　
〈
式
　
　
典
〉

■
あ
い
さ
つ

　
・
丸
山
十
日
町
市
長

　
・
水
野
十
日
町
市
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
長

■
祝
　
辞

　
・
須
藤
県
議
会
議
員

■
健
康
づ
く
り
作
文
・
標
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
と
発
表

　＊＊＊藤田雪子さんのブロフィ卿ル＊＊＊

　3歳で父を亡くし、母、子一人と小さい
ころはカギッ子。r男女差別がなく実力本位、

生涯できる仕事はないか」を考え、文学座

に入団、女優となる、昭和43年、NHK朝
のテレビ小説罫あしたこそ」のヒロインで

デビュー◎以来、映画、テレビドラマ、司

会などで活躍中のシャキシャキ女優。

■
市
畳
工
業
組
合
に
感
謝
状
贈
呈

■
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
・
み
ず
さ
わ
長
寿
大
学
姿
民
踊
会

　
　
〈
講
演
会
〉

藤
田
弓
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
優
）

『
い
つ
も
何
か
に

　
　
と
き
め
い
て

　
　
　
　
　
　
　
い
よ
う
」

　
　
（
老
人
間
題
が
テ
ー
マ
）

鵬
翻
㊤
締
雛
繍
購
蕃
蕪
後
籔
購

難
騒
⑧
蕃
灘
籔
磯
餐
鶉
後
灘
磯

バ
ザ
ー
ル
広
場

・
空
飛
ぶ
風
船

・
か
っ
て
に
落
書
き
コ
ー
ナ
ー

・
第
3
回
ゲ
ー
ム
大
賞

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

・
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
・
影
絵
上
映

●
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン

「
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
i
H
」

　
　
　
　
　
　
　
勝
ち
抜
き
大
会
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圓トイレ

日飲み水

困休憩所

CPチエツクボイント

　
「
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
里

…
十
日
町
」
。
こ
の
街
の
自
然
や
歴
史
の

か
お
り
に
触
れ
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が

ら
の
健
康
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

　
　
■
と
き
　
9
月
2
6
日
⑥

　
　
　
　
　
　
雨
天
決
行

　
　
　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
正
午

　
　
■
集
合
　
き
も
の
広
場

　
　
　
　
　
　
　
（
ク
ロ
ス
ー
0
前
）

■
対
象
運
動
不
足
の
解
消
、

健
康
の
増
進
、
体
力
つ
く
り
を

は
か
り
た
い
ご
家
族
ま
た
は
個

人
。
（
中
学
生
以
下
の
方
は
家
族

単
位
で
参
加
）

■
募
集
人
員
　
2
0
0
人
（
先
着
）

■
参
加
者
　
一
人
1
0
0
円

　
（
当
日
受
付
で
納
入
）

■
申
し
込
み
　
9
月
1
7
日
働
ま
で
に

体
験
ヘ
ル
シ
ー
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
盈
52
－
4

　
3
7
7
）
へ
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

　
ま
す
。

▼
「
工
移
ア
ド
ウ
趾
」
イ
ン
ス
ト

　
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
グ
指
導
。

▼
電
子
歩
行
計
の
貸
し
出
し

▼
ス
ポ
ー
ツ
グ
ッ
ズ
や
ヘ
ル
シ
ー

　
グ
ッ
ズ
が
そ
の
場
で
当
た
る
「
お

　
楽
し
み
抽
選
会
」

4



大
　
　
ホ
　
　
ー
　
　
ル

■
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
健
康
相
談
（
内
科
）

・
歯
科
相
談
と
歯
み
が
き
指
導

需
簸
聯
鶴
3
時
〕

・
栄
養
相
談
・
運
動
指
導

・
国
保
・
年
金
、
福
祉
事
業
の
P
R

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

家
族
会
手
作
り
作
品
、
野
菜
販
売

・
や
ま
な
会
の
あ
ん
ぼ
販
売

　
（
2
6
日
午
前
1
0
時
・
午
後
1
時
3
0
分
）

・
そ
の
場
で
当
た
る
ス
ピ
ー
ド
抽
選

・
薬
草
パ
ネ
ル
等
の
展
示
・
薬
味
酒
の

試
飲
・
栄
養
士
会
に
よ
る
展
示

中
　
　
ホ
　
　
ー
　
　
ル

・
く
ら
し
を
支
え
る
福
祉
機
器
展

　
（
キ
ャ
ス
タ
ー
付
簡
易
リ
フ
ト
実
演
）

・
ほ
の
ぼ
の
福
祉
写
真
展

・
お
年
寄
り
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
老
人
・
身

障
者
介
護
講
習
会

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館

・
ふ
れ
あ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
i

・
車
イ
ス
体
験
（
車
イ
ス
昇
降
機
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
区
社
会
福

祉
会
紹
介

・
日
赤
・
共
同
募
金
コ
ー
ナ
ー

・
日
赤
救
急
法
の
実
演

　
（
2
6
日
H
午
前
1
0
時
～
正
午
）

・
肥
満
が
招
く
成
人
病
P
A
R
T
㎜

・
検
診
紹
介
・
乳
が
ん
視
触
診
モ
デ
ル

・
あ
そ
び
の
教
室
・
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の

紹
介

・
エ
イ
ズ
予
防
・
骨
髄
バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー

・
調
理
師
会
に
よ
る
各
種
料
理
展
示

　
（
2
6
日
…
我
が
家
の
自
慢
一
品
料
理
展
）

　
（
2
6
日
午
前
m
時
～
正
午
…
寿
司
づ

く
り
実
演
と
試
食
）

・
福
祉
施
設
・
作
業
所
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
（
な
か
ま
の
家
・
つ
つ
じ
工
房
）

・
即
売
コ
ー
ナ
ー
…
な
か
さ
わ
作
業
所

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

表
彰
式

　
（
2
5
日
”
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
）

・
「
ほ
の
ぼ
の
福
祉
写
真
展
」
入
賞
者

駐
車
場
・
き
も
の
広
場

・
9
3
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
m
十
日
町

・
9
3
体
験
ヘ
ル
シ
ー
・
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク

’93動物ふれあい

フェスティバルin十日町

◆と　き　9月26日⑤

　　　　　　12＝00～15二〇〇
〔甫レー萎滉町鼎11111〕

◆ところ　クロス10駐車場

諌
　
　
　
　
　
刀

鍵
　
　
．

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

・
献
血
コ
ー
ナ
ー

　
（
2
6
日
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
）

・
不
用
品
販
売
会

　
ロ
　
　
　
ビ

・
高
齢
者
・
身
障
者
作
品
展

■
動
物
愛
護
パ
レ
ー
ド
　
正
午
～

　
〈
十
日
町
駅
前
～
ク
ロ
ス
ー
0
会
場
〉

動
物
愛
護
と
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

動
物
た
ち
と
一
緒
に
行
進
し
ま
す
。

■
犬
の
正
し
い
し
つ
け
教
室

訓
練
士
に
よ
る
正
し
い
し
つ
け
指
導
。

■
乗
馬
体
験
コ
ー
ナ
ー

ポ
ニ
ー
に
乗
っ
て
乗
馬
体
験
が
で
き

ま
す
。

■
里
親
さ
が
し
コ
ー
ナ
ー

子
犬
・
子
猫
の
里
親
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す
。

■
無
料
動
物
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

獣
医
さ
ん
が
動
物
に
関
す
る
相
談
を

受
け
ま
す
。

■
み
ん
な
地
球
の
お
友
達
コ
ー
ナ
ー

警
察
犬
模
範
演
技
、
盲
導
犬
の
紹
介

と
し
つ
け
教
室
、
受
講
者
が
そ
の
成

果
を
実
演
し
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
表
彰
式

◆と　き　9月25日㊤10＝00～17＝00

　　　　　9月26日⑭9＝00～15＝00

◆ところ　クロス10（グランドホール）

　あなたのご家庭で、使わずに眠っているも

のはありませんか。押し入れや物置きをのぞ

いてみてください。1つや2つは必ずあるは

ずです。自分では使わなくても、欲しいと思

う人は必ずいます。そんな品物を集めて販売

会を開催します。

◎衣類は新品に限ります。

◎不用品の売上金の10％を手数料として消費

　者協会でいただきます。

◎あまり大きいものや重いものは受け付けな

　い場合もあります。

　　　　添麗麗礁翼癒
◆と　き　9月18日㊤・19日㊨

　　　　　9＝00～16＝00

◆ところ　市民体育館（玄関ホール）

5とr6カF詐≦『　平成5年9月10日

”捲

日
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斎
斎
斎
斎
斎
壱
壱
壱
壱
斎
斎
壱
壱
斎
壱
斎
斎
斎
斎
壱
壱
斎
斎
斎
斎
斎
条
壱
壱
斎
斎
条
・
勢
斎
条
壱
壱
条
斎
斎
斎
条
条
壱
条
斎
壱
斎
壱
壱
壱
粂
粂
壱
壱
斎
斎
粂
斎
斎
斎
条
壱
豪
壱
参
壱
壱
壱

ゆゆゆ㊥ゆ噸峰㊥ゆ幽ゆゆ
　
　
　
嬢
離
鰹
鑓
灘
灘

　
　
8
月
5
日
　
午
前
6
時
　
十
日
町
市
役
所

ゆ
正
面
玄
関
前
に
集
合
～
6
時
1
0
分

ゆ
ク
ロ
で
広
島
に
向
か
い
出
発
し
た
。

噸
列
車
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
1
2
時
51
分
広
島
駅
着

ゆ
～
タ
ク
シ
ー
に
て
宿
泊
す
る
事
に
な
っ
て
い

ゆ
る
・
八
丁
堀
シ
ャ
ン
テ
に
向
っ
た
・
予
定
よ

ゆ
り
少
々
早
め
に
到
着
し
た
・

ゆ
少
し
休
ん
で
荷
物
を
フ
。
ン
ト
に
預
け
・

ゆゆ
タ
ク
シ
ー
に
て
広
島
市
役
所
へ
向
か
っ
た
。

ゆ
そ
し
て
到
着
後
、
式
典
本
部
を
表
敬
訪
問
し
、

ゆ
義
援
金
を
お
渡
し
し
、
広
島
の
当
時
の
事
や
、

ゆ
現
在
の
事
を
伺
い
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た

ゆ
と
思
う
・
市
役
所
を
後
に
、
タ
ク
シ
ー
に
て

ゆ
広
島
原
爆
病
院
・
原
爆
養
護
ホ
ー
ム
に
向
か

ゆ
つ
た
・
そ
し
て
爆
病
院
（
正
式
名
称
。
広

ゆゆ
票
＋
字
壕
病
院
）
到
着
．
こ
こ
で
は
、

ゆ
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
病
気
の
種
類
、
被
爆

ゆ
者
の
平
均
年
齢
、
特
別
な
手
帳
を
い
た
だ
け

ゆ
る
人
の
話
な
ど
様
々
な
事
を
伺
っ
た
。
少
し

幽
難
し
い
事
も
あ
っ
た
が
、
話
が
聞
け
て
良
か

ゆ
つ
た
・

噸
　
原
爆
養
護
ホ
ー
ム
舟
入
む
つ
み
園
へ
到
着

㊥
後
・
園
内
－
F
の
会
議
室
へ
行
き
・
資
料
を

ゆ

　
　
　
　
一
な
ど
設
備
が
完
壁
で
び
っ
く
り
し
た
。
そ
の
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ん
　
　
　
…
後
、
む
つ
み
園
か
ら
タ
タ
シ
ー
で
広
島
平
和
…

さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
年
　
　
…
記
念
公
園
に
行
き
、
二
千
年
蓮
を
献
花
し
、
　
…

綾
麗
藻
並
碑
前
で
写
真
撮
影
絶
た
．
次
に
、
遜

保
町
座
…
爆
の
子
の
像
の
所
に
行
き
＋
日
町
市
内
6
…

久
佃
新
最
の
中
学
生
が
折
．
た
扇
鶴
を
供
え
、
蛋

大
〔
一
真
撮
影
を
し
た
．
そ
の
後
原
爆
ド
ー
ム
を
一

　
　
　
　
皿
背
景
に
写
真
撮
影
を
し
た
。
写
真
撮
影
後
、
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
一
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
た
。
そ
こ
に
は
何
と
一

　
　
　
　
じ

　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
信
じ

　
　
　
　
ロ

市
マ
イ
一
ら
れ
な
い
よ
う
な
光
景
が
あ
っ
た
。
こ
れ
で

バ
ス
・
一
大
人
の
人
達
や
、
広
島
の
人
達
が
訴
え
る
事
一

　
　
　
　
甲

一
今
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、

…
が
よ
く
分
か
っ
た
。
教
科
書
や
テ
レ
ビ
な
ど
…

㎜
で
、
そ
う
い
う
光
景
を
見
た
事
は
あ
っ
た
が
、

…
そ
の
時
は
お
そ
ら
く
分
か
っ
た
様
な
顔
を
し
一

…
て
い
た
だ
け
で
、
本
当
は
分
か
っ
て
い
な
か

…
っ
た
ん
だ
と
思
っ
た
。

　

…
　
8
月
6
日
　
午
前
7
時
　
タ
ク
シ
ー
に
て

㎜
平
和
記
念
公
園
へ
～
7
時
3
0
分
す
ぎ
到
着
。

ロ

一
（
途
中
、
徒
歩
有
り
。
）
受
付
け
を
済
ま
せ
、

…
席
へ
。
私
た
ち
の
席
は
、
王
催
者
席
で
だ
い
ぶ
…

…
前
の
方
だ
っ
た
。

…
　
8
時
　
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び

…
に
平
和
祈
念
式
が
開
始
～
原
爆
死
没
者
名
簿
一

一
…
奉
納
（
平
岡
　
敬
広
島
市
長
及
び
遺
族
代
表
一

…
よ
り
）
～
広
島
市
議
会
議
長
式
辞
～
献
花
と
…

…
続
き
、
8
時
1
5
分
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
黙

…
と
う
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
平
和
宣
言
・

…
放
鳩
・
あ
い
さ
つ
・
ひ
ろ
し
ま
平
和
の
歌
と
一

…
続
き
、
8
時
5
0
分
終
了
し
た
。

皿
最
後
に
言
ま
す
が
、
2
日
間
、
広
島
と

…
い
う
一
つ
の
大
舞
台
に
立
っ
て
思
っ
た
事
や

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱

　原水爆禁止十匠

生徒2名（引率1

林辰雄〉が、8月旺

は、若い人たちか

らうため、中学生

を実感して来た：

　
　
　
　
懸
翻
戴
の
願

　
　
　
毎
年
八
月
六
日
に
な
る
と
、
テ
レ
ビ
で
「
広

　
　
一
島
平
和
祈
念
式
」
が
放
映
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ま
で
自
分
と
は
、
無
縁
の
こ
と
の
よ
う
で
関

　
　
…
心
も
薄
か
っ
た
。
ま
さ
か
、
今
回
自
分
が
こ

　
　
皿
の
式
典
に
参
列
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
思

　
　
　
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
参
加
の
決
定
通
知
を

　
　
一
受
け
、
改
め
て
広
島
と
平
和
の
大
切
さ
に
つ

　
　
　
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、
も
う
四
十
八
年
が

　
　
…
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
の
よ
う
に

　
　
一
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て
き
た
と
は

　
　
　
い
え
、
こ
の
日
の
悲
惨
な
出
来
事
を
決
し
て

　
　
・
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
原
爆
投
下
、
一
瞬
の

　
　
『
つ
ち
に
人
が
影
に
な
っ
た
・
戦
争
に
直
接
関

　
　
　

　
　
…
係
な
い
老
人
や
子
供
ま
で
、
苦
し
み
亡
ー
な

’
…
っ
た
と
思
う
と
胸
が
と
て
も
痛
む
。
そ
し
て

攣
い
つ
も
と
違
っ
た
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感

　
欄
…
し
た
．

　
　
…
　
私
た
ち
派
遣
団
は
、
原
爆
で
被
爆
さ
れ
た

　
　
…
方
（
以
下
被
爆
者
）
が
入
園
し
て
い
る
『
広

．
響
島
罎
養
護
ホ
去
舟
入
む
つ
み
園
』
に
行

　
饗
っ
た
。
そ
こ
は
今
年
七
月
に
改
修
工
事
が
終

　
細
…
り
、
被
爆
者
が
生
活
し
て
い
た
。
改
修
工
事

　
　
「

　
　
　
　
一
ら
っ
た
。
式
の
始
ま
る
前
に
、
後
ろ
か
ら
聞

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

猷
ー
…
こ
え
て
き
た
参
列
者
の
話
を
耳
に
し
た
．
そ
ゆ

子
年
　
…
の
方
は
女
性
で
、
七
十
～
八
十
歳
く
ら
い
の
ゆ

智
躍
湯
年
寄
携
導
．
た
．
始
め
は
何
気
な
く
ゆ

美
町
校
一
聞
い
て
レ
た
カ
だ
ん
だ
ん
と
そ
の
方
の
声
ゆ

ロ
日
学
…
が
大
き
く
な
り
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
振
り
返
る
噸

関
け
…
と
・
目
に
涙
を
た
め
て
話
し
て
い
た
．
そ
幾

　
　
　
　
…
を
見
た
時
・
頭
を
な
£
れ
た
気
持
ち
に
な
幽

　
　
　
　
…
つ
た
・
喜
な
ら
振
り
返
る
ま
で
私
は
墨

　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

、
…
誘
藷
事
を
心
の
中
で
笑
．
て
巌
．
ぷ

　
　
　
　
　
）
た
カ
ら
だ
。
被
爆
者
の
事
な
ど
　
何
一
つ
㊥

　
　
今
一
考
え
な
い
で
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
式
典
は
進
み
、
八
時
十
五
分
『
平
和
の
鐘
』
ゆ

襲
縮
議
螺
蟻
閑
繰
濡
継
雛
蕪
∵
鞭
鼠
繋
雛
整
謡
鵡
報
羅
譲
潔
拗
鰻
欝
獺
撫

ゆ
て
も
元
気
が
良
く
て
、
楽
し
か
っ
た
。
小
林
…
原
爆
〕
と
い
う
言
葉
に
は
、
は
か
り
き
れ
な
…
自
分
自
身
の
肌
で
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
と
い
…
い
く
ら
被
爆
者
の
た
め
に
、
お
金
を
か
け
て
…
ら
な
い
と
思
う
。
そ
れ
が
式
典
に
参
列
し
た
ゆ

㊥
団
長
よ
り
見
舞
金
と
あ
い
さ
つ
・
そ
し
て
関
…
い
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
詰
ま
っ
て
…
う
気
も
す
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
も
、
入
園
し
て
い
る
人
達
が
幸
せ
と
は
言
い
…
者
の
義
務
で
あ
り
責
任
だ
と
思
う
．
　
　
　
　
ゆ

ゆ
。
さ
ん
よ
り
花
束
を
お
渡
し
し
た
・
↑
ル
…
い
る
と
い
、
つ
事
を
智
・
何
も
言
え
な
く
な
…
広
島
の
た
め
に
も
・
そ
し
て
皆
さ
ん
の
た
…
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
．
被
讐
の
心
狂
　
　
　
　
　
　
　
㊥

棘
を
出
た
像
園
内
の
施
設
を
漫
姦
誇
簸
魏
鐸
讐
囲
無
霞
該
世
代
の
申
心
は
私
た
㎜
今
難
傷
戴
雛
ぎ
…
　
　
　
赫

粂
斎
条
斎
斎
斎
斎
壱
壱
斎
壱
斎
斎
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
『

一一
…
を
合
図
に
、
黙
と
う
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
と
ゆ

皿
同
時
に
・
十
日
町
市
で
も
・
黙
と
う
が
行
わ
ゆ

…
れ
て
い
る
と
思
う
と
・
＋
日
町
市
民
の
平
和
ゆ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

天
の
思
い
が
強
く
感
身
れ
た
。
い
や
＋
日
ゆ

…
町
市
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
が
．
　
　
ゆ

…
　
毎
日
ご
飯
を
食
べ
、
遊
び
、
寝
て
、
時
に
ゆ

…
は
ケ
ン
カ
を
し
て
、
そ
れ
が
当
り
前
だ
と
思
ゆ

皿
っ
て
い
た
私
だ
が
、
少
し
ず
つ
思
い
が
変
っ
　
ゆ

…
て
い
く
。
平
和
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
い
ゆ

丁
思
い
に
・
だ
か
ら
こ
の
先
、
ず
っ
と
平
和
ゆ

…
で
あ
っ
て
ほ
し
い
・
そ
し
て
・
平
和
で
な
け
ゆ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

…
れ
ば
な
像
い
の
だ
．
こ
れ
か
ら
の
人
々
濃

…
た
め
に
も
壕
で
犠
牲
に
な
．
た
人
の
た
ゆ

…
め
に
も
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

…
　
こ
の
二
日
間
で
、
私
は
た
く
さ
ん
の
事
を
ゆ

…
学
び
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
原
ゆ

…
爆
は
怖
い
も
の
悲
惨
で
む
ご
い
も
の
だ
と
い
ゆ

…
う
考
え
が
、
私
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
し
、
実
ゆ

…
際
も
そ
う
だ
と
思
う
四
だ
が
・
そ
こ
で
逃
げ
ゆ

…
て
い
た
ら
・
ま
た
ど
こ
か
で
壕
が
落
と
さ
ゆ

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
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「ミテイラー美術館と

　　黒沢観光栗園』
ツアー参加者募集

灘　、．．

　　　　’襯　　　　　　
、　　　　　　　　　．憂

撫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　湧　ゆ・m｝‘γ畷　⑫　∫，

市内には、9月15日現在で満90歳以上になられるお

寄りが241人います。この番付表は、94歳以上の人41

を紹介しました。※年齢は9月15日現在です。

市民の皆さんから市内の観

ってもらうため、7月に引

術館と黒沢観光栗園で秋の

を計画しました。ご家族そ

ださい。

㈱午前10時～午後3時

（午前9時50分までに集合

さい）

↓
け

館
　
、

術
わ

美
こ

一
お

ラ
栗

イ
：
駅

テ
食
町

ミ
昼
日

↓
（
十

駅
因
↓

町
栗
）

市観光協会で

光地をもっとよ

き続きミティラ

味覚を楽しむツ

ろって多数ご参

■とき　9月

■集合十日

　　　して
■見学コース

　
　
　
頂
　
ハ

（
着
・

入園料・昼食付）

日㈱までに、市観光協会（商

内盈57－3345）へ。

は
椥
嘆
匹
加
㎜
畷
㏄
相
翫
甜
嘱
洗
肥
蘇

沢
ち

黒
ん

50

人
9
観

2，

50

　
　
工

　
　
　
み

費
員
込

加
　
　
し

参
定
申

■
　
　
■
　
　
■

＜東 ＞ ㊧ ＜西 〉

橋本モトさん〔撫’寿19集〕 横綱 徳永マサさん〔明25・8・5生
101歳下条中央通り

中町周衛さん 騰10為28集／ 大関 佐野ハナさん〔明27・5・16生
99歳美雪町1・2

中林民五郎さん〔器護●輸牛〕 関脇 山上とくさん〔明27・12・20生
98歳　田川町3

大熊忠平さん〔撫●1尾18循〕 小結 熊木キイさん〔明28・1・25生
98歳　　大　石

村山カズさん〔羅●11戴〕 前頭1 古澤ソノさん〔明29・1・8生
97歳　　安養寺

山田初太郎さん〔躍●秦課隻〕 〃　2 田村ナカさん〔明29・2・18生
97歳　西浦町東

羽、鳥クラさん〔盟謡●晶，li糊
〃　3 田川トミさん〔羅●篇翻

越　茂樹さん〔躍9轟告〕 〃　4 江村ツマさん〔毘謡●1中10筆〕

水落セキさん〔羅。2永20告〕 〃　5 浦澤チヨさん〔撫。舗牛〕

田崎トメさん〔器謡●6備〕 〃　6 金澤壮一さん〔羅●6姿28告〕

陽田スイさん〔器謡●煽鐵〕 〃　7 石澤タマジさん〔毘謡●11藷〕

山ロスギさん〔羅12岩16轟〕 〃　8 小林佐吉さん〔羅’12逢20鑑〕

福島サワさん〔羅。2018辞〕 〃　9 松澤ミユさん〔器護●命蒜〕

春日トメさん〔毘護●4樽8羨〕
〃10 鈴木キヨさん〔羅●報階〕

富井セイさん〔羅。8繭告〕 〃11 水落テツさん〔盟農0鞘割

松村ケンさん〔盟農0醤滋〕 〃12 村山蔵六さん〔羅●12浦〕

酒井武一さん〔羅●編箸〕 〃13 水落ナカさん〔羅。繍缶〕

入田イカさん〔羅●3詣19箋〕
〃14 渡邉チヨさん〔盟護。藩辮〕

水落チャウさん〔盟護。3蒲〕 〃15 桑原スイさん〔羅04編羨／

小泉セイさん〔羅04礁〕 〃16 関ロハツさん閾謁日翫麟〕

富澤リキさん〔盟護。9尾12壽〕
〃17

験
慶
・
霧
楽
・
北
斎
・
広
重
…

　
　
　
1
0
月
9
日
㊤
～
2
4
日
⑤
／
博
物
館

　
江
戸
の
町
と
共
に
そ
こ
に
生
き
た
庶

民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
背
景
に
発
展
し
た

浮
世
絵
版
画
・
当
代
流
行
の
風
俗
を
生

き
生
き
と
伝
え
、
評
判
の
美
人
や
役
者

を
描
き
風
景
を
写
し
た
浮
世
絵
は
、
独

特
な
美
の
世
界
を
つ
く
り
上
げ
、
今
日

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
当
展
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
幕
末

ま
で
の
浮
世
絵
の
黄
金
期
と
も
い
え
る

一
〇
〇
年
間
を
、
約
三
〇
人
の
代
表
的

絵
師
た
ち
の
版
画
・
肉
筆
画

合
わ
せ
て
九
〇
点
を
た
ど
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
浮
世
絵
の
魅

力
を
十
分
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
讃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ノ
メ
　
　
と
ぺ

賜
轡
晒
諦
一
費
田
羅
鐙

■
料
　
金

　
　
　
高
校
生
以
上
5
0
0
円

　
　
（
前
売
り
・
団
体
4
0
0
円
）

〈
講
演
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
〉

▼
と
き
十
日
十
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
三
時
～
五
時

▼
演
題
　
「
浮
世
絵
に
は
謎
が
い
っ

　
　
　
　
　
ぱ
い
」

▼
講
　
師
　
中
右
　
瑛
先
生
（
日
本
浮

　
　
　
　
　
世
絵
協
会
常
任
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
累
漿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
馨
灘
難
灘
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
笑
　
　
巽
蒙
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊

．
携
撚

　
瀬
鎌

懲黙羅灘．薫

一
、 嚢灘一鯉
灘響羅簑
懸轟雛、、灘

▲東洲斎写楽
　二代市川門之助の伊達の与作
　　　　　　（錦絵大判）

喜多川歌麿　五人美人愛敬競
　　　　　　　（錦絵大判）

7七’お∬夢豊　　平成5年9月10日

浸i　l　　l　l　li



．
露
、
．

　　　　　　　　　

濡狸開劉薩塾灘
隻臨．鰹’

襲く燃えた／

　　雛蟻灘i

　　　　雛

齢亀

照

鱒 漁

　
　
一

翻
～

と

i球会がやってくる

会がやってくる」が、8月29日（日）笹山球場

ファン7，000人が来場しました。快晴に恵ま

合やアトラクションが行われ笹山球場は一

　　　前日の28日夜には長岡で歓迎レセ

　　　連盟の関係者など200人は、記念撮

　　　談していました。

瞳
籍黛

　　灘
歓迎レセプションであいさつする王貞治氏

臨
載
　

王貞治氏の講演会「私の野球人生」
「長島監督の次はユニホームを？」な

どの裏話も出て500人を魅了

搬

　
　
　
　
　
驚

曝顯

琵響
　翰

　　毅＿磁

顯

鰯 　
繍

　
　
　

　
　
難

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　

　

懸
囎　

　
　
禦

　
　
　
　
撚

12名の名球会の皆さんにコシヒカリ20kgをフ
レゼント。王貞治氏に目録を手渡す丸山市長

レ
見
事
に
さ
ば
い
た
セ
カ
ン

　
ド
ゴ
q
。
さ
っ
そ
う
ど
引

　
き
上
げ
る
平
山
知
事

▲
平
松
投
手
の
カ
ミ
ソ
リ
シ

　
ュ
ー
ト
を
セ
ン
タ
ー
に
打

　
ち
上
げ
た
平
山
知
事
　
　
　
　
圏

幸運はわたしの手に！的あて競争　　　穫　．嚢．蒙鱗

灘　
　
　
融

　
　
　
　
囎

　
　
　
　
欝
欄

脚　　　聯　骸

’鑛　・騰

見事ストライク！幸運の女神からサインボール
　　　　雲

獲潔懸

当たった！抽選会で谷沢のサイン入りダ隠一プが
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〈野球教室〉

欝
際
勲

謎難『張課　勲購　　　繍聾
　繍・　　、購　雛鷹繊鐡競、、　　照　、．　　擁

磁鰍轟、・

㎜
　
　
　
　
氏

　
　
　
　
　
「

㎜
　
　
　
　
健
講

職

薦鵬

　　　　　　　　言　　　『．
　　　　　　　や　ヤヤね
燃懸議鞭、蹴騨
罐畿騰毒　鵡
聾…魏　鰯麟

邸
難

　鰹

羅

　　　　漁欝
．，、擢耀難鑛

灘
．
雛

懸
『

穐
＾
、　

＾
蕪

凄
吊
譲
．
｝
　
鱗
’
　
一
雛

9彦おガ康3 平成5年9月10目

鉦
簸
縢
懸
騨
』
騨
騰
讐
礁

畿，穐瀞
難。楚．灘，詔

　　　　　簸　‘　　　きぴ　ゑ　　ノ　　　　　ド　を

　　　　　　　羅熟、

、、糠題耀躍鎧

笹山球場ズ

じスポーツフェア

あなたのまちll

　宝くじスポーツフェア「あなたのまちに

で開かれ、郡市内の小・中学生330人を含む

れた中、野球教室、王貞治氏の講演会、親

日熱気に包まれていました。また、

プションが開かれ、主催者や野球

影に花が咲き往年の名スターと歓

　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
』

まさかり投法にきりきり舞い、200勝投手と一騎打ち

一丁



肖

／6，069／69θ●ノρ！，

夏の風物詩「諏訪まつり」

　　　　に7万5千人の人出
～台風の影響で荒みこしも早々に還御～

石川署長から嘱託警察犬の委嘱を受ける庭野さん

十日町警察署に
　　　嘱託警察犬が誕生
～庭野好一さん所有のシェパード犬～

　
十
日
町
四
大
ま
つ
り
の
一
つ
「
諏
訪
ま
つ
り
」

が
、
八
月
二
十
五
日
か
ら
三
日
間
盛
大
に
行
わ

れ
、
歌
に
踊
り
に
み
こ
し
に
延
七
万
五
千
人
が

夏
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
の
前
夜
祭
は
、
十
五
基
の
明
石
万

灯
、
仮
装
行
列
（
団
体
七
・
個
人
六
）
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
一
輪
車
が
華
を
添
え
、
千
百
人
の
踊

り
手
が
十
日
町
小
唄
、
深
雪
甚
句
に
合
わ
せ
て

自
慢
の
腕
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
二
十
六
、
二
十
七
日
は
子
供
み
こ
し
の
に
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か

や
か
な
か
け
声
と
俄
、
み
こ
し
が
繰
り
出
し
、

祭
り
一
色
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
台
風
十

一
号
の
影
響
で
、
二
十
七
日
は
豪
雨
と
な
り
、
勇

壮
な
荒
み
こ
し
も
早
々
と
還
御
さ
れ
、
元
気
な

担
ぎ
手
に
と
っ
て
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
五
日
㈱
、
十
日
町
警
察
署
に
初
め

て
嘱
託
犬
が
誕
生
し
、
そ
の
嘱
託
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
警
察
嘱
託
犬
に
な
っ
た
の
は
、
庭
野

好
一
さ
ん
（
高
田
町
三
西
・
四
十
一
歳
）
所
有

の
シ
ェ
パ
ー
ド
犬
、
エ
レ
ン
フ
ォ
ム
・
ア
ッ
シ

ェ
ン
バ
ッ
ハ
号
（
雌
三
歳
）
で
愛
称
が
リ
キ
。

　
リ
キ
は
巻
の
警
察
犬
訓
練
場
で
生
ま
れ
、
庭

野
さ
ん
が
譲
っ
て
も
ら
い
育
て
た
も
の
を
、
中

里
村
宮
中
で
藤
田
愛
玩
警
察
犬
訓
練
所
を
開
い

て
い
る
藤
田
真
治
さ
ん
（
二
十
五
歳
）
が
、
昨

年
十
一
月
か
ら
訓
練
を
始
め
六
月
に
行
わ
れ
た

嘱
託
警
察
犬
審
査
会
に
合
格
し
た
も
の
で
す
。

　
交
付
式
後
、
に
お
い
の
選
別
や
警
戒
訓
練
が

上
越
南
署
の
警
察
犬
に
よ
り
披
露
さ
れ
、
そ
の

迫
力
と
威
力
に
署
員
は
感
心
し
て
い
ま
し
た
。華を添えた明石万灯と仮装行列

音
楽
で
高
め
た
交
通
安
全

～
お
ま
わ
り
さ
ん
と
児
童
・
生
徒
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
～

　
八
月
二
十
八
日
d
D
市
総
合
体
育
館

で
、
新
潟
県
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
隊
を
迎
え
て
、
お
ま
わ
り
さ
ん
と

児
童
・
生
徒
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
、
児
童
・
生
徒
四
百
人
を
含

む
千
五
百
人
が
、
郡
市
内
か
ら
集
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
児
童
・
生
徒
か
ら
楽

し
み
な
が
ら
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
郡
市
交
通
安
全
協
議

会
、
十
日
町
警
察
署
、
警
察
官
友
の
会

が
主
催
し
た
も
の
。
丸
山
尚
政
郡
市
交

通
安
全
対
策
協
議
会
会
長
（
十
日
町
市

長
）
、
石
川
伊
作
十
日
町
警
察
署
長
が

「
管
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
、
す
で
に

昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

懸

　
芦
ヶ
崎
小
学
校
（
津
南
町
）
は
龍
神

太
鼓
、
北
越
保
育
園
は
鼓
笛
演
奏
、
千

手
小
学
校
（
川
西
町
）
は
器
楽
演
奏
、

八
箇
小
学
校
は
八
箇
太
鼓
、
中
条
中
学

校
が
吹
奏
楽
演
奏
、
そ
し
て
、
軽
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
、
県
警
音
楽
隊
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
十
日
町
小
唄
な
ど
の
民
謡

を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。

　
県
警
音
楽
隊
は
、
子
供
た
ち
に
な
じ

み
の
深
い
人
気
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
や
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
曲
を
披
露

し
、
最
後
に
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
も
出
演

し
て
ド
リ
ル
演
奏
を
行
い
、
会
場
か
ら

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
お
く
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
　
》
華
や
か
に
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
が

　
　
　
ド
リ
ル
演
奏

▲
勇
壮
な
太
鼓
を
披
露
す
る

　
八
箇
小
の
児
童
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　　　　』‘9／」，θ踊

「雇用の花を咲かせてね」と呼びかけるミスの藤田さん

障害者雇用促進のPRに

　　ミス十日町雪まつりが一役

～ハローワーク十日町が街頭キャンペーン～

　
九
月
一
日
㈱
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
は
、
障

害
者
の
雇
用
促
進
に
認
識
を
深
め
て
も
ら
い
た

い
と
、
十
日
町
市
（
北
越
銀
行
前
と
市
役
所
前
）

と
津
南
町
で
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
・
ミ
ス
か

り
ん
か
ら
初
参
加
し
て
も
ら
い
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
越
銀
行
前
で
は
、
ミ
ス
十
日
町
の
藤
田
さ

ん
の
ほ
か
、
市
・
商
工
会
議
所
・
織
物
組
合
な

ど
関
係
者
十
名
が
参
加
し
、
チ
ラ
シ
と
花
の
種

な
ど
が
入
っ
た
景
品
を
配
り
、
障
害
者
の
雇
用

を
市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
十
日
町
安
定
所
管
内
の
障
害
者
の
雇
用
は
、

国
や
県
の
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
促

進
月
間
を
機
会
に
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
社

会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

〈材料〉10～15個分

もめん豆腐…2丁￥長いも…
8～90m￥卵白…4イ固分、（も

どした）ほたて貝柱・しいたけ、

人参￥ごぼう…適宜．ぎんな

ん…30～40個￥揚げ油

関ロカズさん

（翻と》欝）

　
ア
ツ
ア
ツ
を
ど
う
ぞ
！

　
実
家
が
豆
腐
屋
だ
っ
た
の
で
本
格
的

な
味
で
す
よ
。
豆
腐
の
水
切
り
と
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ば
ち
で
よ
く
す
る
こ
と
、
卵
白
を
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
ふ
ん
わ
り
さ
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
。
低
温
で
揚
げ
始
め
、
高
温
で
仕
上

げ
ま
す
。
揚
げ
た
て
が
最
高
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
豆
腐
は
十
分
に
水
切
り

し
、
ふ
き
ん
で
絞
っ
た
後
、
す
り
鉢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
れ
て
よ
く
す
る
。

②
お
ろ
し
た
長
い
も
を
入
れ
て
、
ダ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
無
く
な
る
よ
う
よ
く
す
り
合
わ
せ
、

さ
ら
に
卵
白
を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
る
。

③
ぎ
ん
な
ん
を
除
い
た
材
料
を
千
切
り

に
し
て
②
に
入
れ
、
混
ぜ
合
わ
せ
る
．

④
ぎ
ん
な
ん
二
個
を
ま
ん
中
に
入
れ
、

適
当
な
大
き
さ
に
形
を
整
え
る
。

⑤
十
分
に
熱
し
た
鍋
に
油
を
タ
ッ
プ
リ

入
れ
、
低
温
（
㎜
度
位
）
の
う
ち
に
④

を
入
れ
て
揚
げ
る
。

⑥
中
ま
で
火
が
通
っ
て
浮
い
て
き
た
ら

油
の
量
を
減
ら
し
て
高
温
（
㎜
～
珊
度
）

に
し
、
キ
ツ
ネ
色
に
な
る
ま
で
揚
げ
て

で
き
あ
が
り
。
（
高
温
で
カ
ラ
ッ
と
揚
げ

な
い
と
、
煮
る
と
く
ず
れ
て
し
ま
う
）

きいき

顔
みんな

一

PART盤

』会口禾「新

佐藤孝司）長会（

　
新
宮
は
他
の
地
区
と
同
様
、
若
者
が

村
の
中
で
活
動
し
た
り
、
一
同
に
会
し

た
り
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
新
和
会
が
で
き
る
ま
で
は
、

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
十
七
夜
祭

り
に
、
夜
店
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
を
若

い
衆
の
有
志
で
開
催
し
て
き
た
だ
け
で

し
た
。
し
か
し
、
若
い
衆
の
心
の
中
に

毎
年
こ
う
い
う
や
り
方
で
い
い
の
か
、

行
事
の
数
は
こ
れ
で
い
い
の
か
、
複
雑

な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
そ
こ
で
去
年
の
正
月
、
村
の
年
賀
交

歓
会
の
あ
と
若
者
数
人
で
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
「
今
年
は
ぜ
ひ
、
村
の
中

に
若
い
衆
の
会
を
発
足
さ
せ
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
」
と
言
う
こ
と
に
な
り
話
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
晩
若
い

衆
か
ら
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
も

ら
い
、
主
旨
を
話
し
賛
同
を
得
て
、
よ

う
や
く
日
の
目
を
見
ま
し
た
。

　
会
の
名
称
は
広
く
み
ん
な
の
意
見
を

地区民運動会では新宮の団結とパワーを爆発

聞
き
、
村
の
若
い
衆
の
団
結
と
和
合
を

考
え
て
「
新
和
会
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

昨
年
発
足
し
た
ば
か
り
の
会
で
す
が
、

活
動
の
内
容
は
他
の
地
区
に
ひ
け
を
と

り
ま
せ
ん
。
地
区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
野
球
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

地
区
民
体
育
祭
、
J
A
主
催
の
綱
引
大

会
に
出
場
し
た
り
、
会
主
催
の
十
七
夜

祭
り
、
村
民
大
焼
肉
大
会
、
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
雪
ま

つ
り
雪
像
作
り
、
雪
上
運
動
会
を
開
催

し
た
り
と
多
種
多
様
の
行
事
が
め
じ
ろ

押
し
で
す
。
会
員
の
年
齢
は
二
十
五
歳

か
ら
四
十
五
歳
と
幅
広
く
、
運
営
に
当

た
っ
て
は
各
年
代
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
村

全
体
の
活
性
化
が
少
し
ず
つ
な
さ
れ
て

い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
二
十
代
の
若
い
衆
か
ら
も
っ

と
入
っ
て
も
ら
い
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と

の
交
流
も
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成5年9月10日77とおガ夢3
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慧佳沓諜．，麟講

　．．測漣　　　　　　ん　　）　　　、．．難舞灘購舞．鞭馨．　　饗

灘欝を卒業し　知県の紡績会社に就職しま

繋響　　し燃家の輔から1・か月でUターン・母
　灘　　　　　　の友人に紹介してもらい、入社して5年目。

雛早覇騰蘇あ讐魏垂、1≧
　　　　　　　　前中、魚屋さんへの青果物の小売りをし、午後か
　　　　　　　ロ
　社るナ明　　らは事務処理をしています・会社はこぢんまりと

　の人　1日　　して、上下に関係なく仕事についての話し合いに
■推をでの　　　　　　　　、
連せ募す十　　参加させてもらえ・やりがいがあります・

愛轄蜴圃少年ホームの講座でエア三ビクスやテニスを
　もてのを　　　　やり、現在は、お茶やお化を習っています。
総かいコ担　家に閉じこもるのが嫌いで、いろんなことに出か
務まま　iっ
課いすナ若　　けます。夏は海が好きで、昨年は毎週泳ぎに行き
畿イ幽墜ました力吟年は冷夏のため大変残念でした・

箋陰舞醗禦蕊物教灘モ葱烈
　　　　　　　　ティなど、きものを着る機会がもっと欲しいです。

宮

内
博
之
さ
ん

（
㈱
テ
囎
謂
召
舞
）

『

國　　岡のコンピュータ専門学校を卒業して、ひと

　　りっ子で家の跡継ぎということもありました

が、気心の知れた人が多くいる地元での就職を希

望し、この会社に入社しました。

　仕事は、一般の事務用とは違う、産業機器の制

御系のコンピュータソフトウェアの開発です。入

社して4年目、勉強することは多いですが上司や

先輩とも気楽に話し合える雰囲気で、休憩時間も

自分で調整できるオープンな職場です。

團ポーツは・高校φとき始めたバドミントン・

　　キビキビと白いンヤトルを追いかけ、汗を流

し、そして、なにより他のサークルの人たちと年

齢に関係なく交流できるのが最高です。

國ニスコートなどアウトドアの鰍さ・多くな

　　り充実してきたと思いますが、例えば大学の

ような施設ができれば、若者など多くの人が集ま

り、より活気に満ちた街になるのではと思います。

鯵
恥
認

岬
N

●西

騰

雛

一

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
濃
い
ブ
ル

ー
の
東
シ
ナ
海
に
面
し
た
人
口
三
万
人

の
村
で
す
。
隣
り
町
に
ア
メ
リ
カ
軍
の

嘉
手
納
基
地
が
あ
り
、
基
地
関
係
の
仕

事
に
就
い
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し
た

が
、
わ
た
し
の
実
家
は
小
さ
な
雑
貨
屋

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　
戦
闘
機
や
爆
撃
機
な
ど
が
訓
練
す
る

と
、
家
の
中
は
国
の
防
音
工
事
の
お
か

げ
で
さ
ほ
ど
爆
音
は
気
に
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
一
歩
外
に
出
る
と
耳
を
つ

ん
ざ
く
う
る
さ
さ
で
し
た
。
家
か
ら
歩

い
て
五
分
ほ
ど
の
所
に
、
真
白
な
砂
浜

が
広
が
る
海
が
あ
り
よ
く
行
き
ま
し
た
。

風
の
強
い
日
は
白
い
波
が
立
ち
、
そ
の

，
波
に
打
た
れ
た
り
見
た
り
す
る
の
が
大

好
き
で
し
た
。
十
日
町
は
海
ま
で
一
時

間
位
か
か
る
の
で
、
海
が
遠
く
感
じ
、

さ
み
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

　
東
京
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
一
緒
に
働
い

て
い
た
の
が
、
主
人
と
知
り
合
う
き
っ

か
け
で
し
た
。
結
婚
後
し
ば
ら
く
東
京

に
い
ま
し
た
が
、
三
年
前
子
供
が
小
学

樋熊かをるさん
　（新座4－2・32歳）

沖縄県
なかがみぐんよみたんそん

中頭郡読谷村

校
に
入
学
す
る
の
を
機
会
に
十
日
町
に

来
て
ラ
ー
メ
ン
屋
を
開
き
ま
し
た
。
夏

来
た
と
き
は
玄
関
前
は
広
々
と
し
て
い

た
の
に
、
冬
来
た
ら
雪
の
壁
の
中
を
家

に
入
っ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
で
、
ま
る

で
別
世
界
に
来
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

　
正
月
に
海
辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で

き
る
程
、
沖
縄
は
一
年
中
暖
か
で
す
。

四
季
の
移
り
変
わ
り
が
、
は
っ
き
り
し

て
い
る
十
日
町
が
好
き
で
す
。
で
も
ジ

メ
ジ
メ
し
た
十
日
町
の
夏
は
大
の
苦
手

で
す
。
沖
縄
の
人
も
十
日
町
の
人
も
、

人
情
が
厚
い
と
こ
ろ
が
以
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

y　麓髪蝋71
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ワンポイント罵羅屡圃

魯英会話レ涙ン
　　　　　　　　　　　　　⑥

　　　　　　　樋ロ潤子
　　　　　　　（十日町市教育委員会）

　You　Iook　tired．

“疲れているようですね”

9月になって、夏の疲れは出ていませんか。疲れて

いる様子の人にはこんなふうに声をかけてみましょう。

AIice二Good　morning，Julia．How　are　you？①You

looktired．（おはようジュリア。元気？疲れている

みたいだけど。）

Julia二②lam．（そうなの。）

A二③How　come？　（どうしたの？）

J：④Well，1⑤stayed　up　a”night　lining　to　get

J－leaguegametickets．（」リーグのチケットをと

るために一晩中並んでいたの。）

①You　look～で、～の様子だという意味です。tired

をhappyに変えると“うれしそうですね”、sadにする

と“悲しそうですね”となります．②は、相手の言っ

たことを肯定して“I　amtired！と言うところを略し

たもので、Yesの意味です。③は、“どういうわけでそ

うなったんですか”という、理由や原因をたずねる言

い方です。④はよく使われるあいづちで、“ええと…”

と訳されるか、またはただのことばのつなぎとして訳

されない場合もあります。ことばにつまった時や、考

えをまとめるのに時間が必要な時、とりあえず言うの

に便利です。⑤は夜ふかしをするという熟語stay　upの

過去形。これは過去形で使う場合が多いので、そのま

ま覚えてしまうといいでしょう。

北越保育園　⑯

鱒．難．驚欝讐　飾
ヤ　　　　ン　　ゑ

縦襲夢繕藩

虫かごに大きなかぶと虫がいる

んだ。みつをすっているところを

ぼくが外からみているんだよ。

嚢叢藁li，1，，羅

　2かいだてのバスにのってお家

の人とブールに行くところなの。

わたしたくさん泳げるのよ。

ρ

酒井　歩くん
　　（5歳）

川崎和美ちゃん
（6歳）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
光
義
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
町
二
・
74
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
に
切
っ
て
、
そ
れ
に
棒
を
差
し
て
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
担
つ
い
で
、
今
の
十
日
町
高
校
ま
で

　
　
　
　
　
　
・
購
灘
謹
　
　
羅
　
　
　
　
　
雪
捨
て
に
行
く
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
鰍
灘
蟹
　
　
　
鋳
　
　
　
　
　
た
の
で
、
父
が
始
め
た
染
料
屋
を
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旧
制
中
学
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
、
取
引
先
の
東
京
の
染
料
屋
に
奉
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
の
き

　
一
丁
目
と
二
丁
目
の
間
を
流
れ
る
榎
　
　
に
行
き
、
そ
こ
で
徴
兵
に
な
り
ま
し
た
。

川
の
上
流
に
、
今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
　
　
昭
和
二
十
二
年
に
復
員
し
て
十
日
町
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
え

な
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
が
子
供
の
　
　
帰
っ
て
く
る
早
々
、
消
防
団
に
加
入
し
、

こ
ろ
は
土
え
ん
堤
で
水
が
満
々
と
あ
っ
　
　
お
と
と
し
ま
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

て
、
宮
下
町
や
近
所
の
子
供
た
ち
と
一
　
　
昭
和
三
十
七
年
一
月
、
本
町
東
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
し

緒
に
よ
く
泳
い
だ
も
の
で
す
。
ま
た
家
　
　
の
滝
文
の
撚
糸
工
場
や
民
家
九
軒
が
半

の
前
の
国
道
は
、
今
み
た
い
に
車
が
し
　
　
焼
す
る
火
災
が
発
生
し
、
消
火
活
動
を

よ
っ
ち
ゅ
う
通
っ
て
い
な
く
、
バ
ス
も
　
　
し
て
い
て
も
お
っ
か
な
か
っ
た
で
す
て
。

一
日
に
三
本
位
し
か
通
り
ま
せ
ん
か
ら
、
　
　
諏
訪
様
の
役
員
を
さ
し
て
も
ら
っ
て

陣
取
り
な
ど
し
て
遊
ぶ
遊
び
場
で
し
た
。
　
　
ら
ん
で
す
が
、
祭
り
の
二
十
七
日
は
朝

　
小
学
校
五
・
六
年
生
の
冬
、
大
雪
で
　
　
か
ら
晩
ま
で
強
い
雨
に
た
た
ら
れ
、
六

雪
の
や
り
場
が
な
く
て
、
国
道
に
大
屋
　
　
時
半
に
諏
訪
様
に
上
っ
た
荒
み
こ
し
の

根
よ
り
も
高
く
雪
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
　
　
還
御
は
生
ま
れ
て
初
め
て
で
す
。
今
は
、

い
ま
し
た
。
そ
の
雪
を
と
う
ど
衆
が
踏
　
　
商
売
を
手
伝
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
で
野
球

み
か
た
め
て
、
大
の
こ
ぎ
り
と
い
う
雪
　
　
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
し
た
り
、
の

切
り
専
用
の
の
こ
ぎ
り
で
、
二
尺
真
四
　
　
ん
び
り
過
ご
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

の

＠

ブ3と’お、ガ彦3　平成5年9月10日
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家
庭
用
は
か
り
・

体
温
計
・
血
圧
計
の

　
　
　
　
　
無
料
検
査

■
と
　
き
　
9
月
2
0
日
㈲
午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
計
量
器
①
一
般
家
庭
の
は
か

り
、
農
家
の
試
は
か
り
（
ヘ
ル
ス
メ

ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
、
ベ

　
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル
）
②
一
般
家
庭
用
、

医
療
機
関
、
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

所
の
体
温
計
、
血
圧
計

■
検
査
結
果
　
受
検
器
物
は
、
正
否
に

　
か
か
わ
ら
ず
成
績
表
ま
た
は
結
果
を

付
け
て
お
返
し
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労

　
政
係
（
智
内
線
謝
）
へ
。

特
別
給
付
金
が

　
　
継
続
支
給
さ
れ
ま
す

～
戦
没
者
等
の
妻
や
父
田
等
～

　
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た

戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
で
、
次
の
要

件
を
満
た
す
方
に
改
め
て
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

囹
第
1
0
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債

　
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
で
、

　
平
成
5
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務

　
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権

　
利
を
有
し
て
い
る
方
に
、
額
面
㎜
万

　
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

囹
第
1
4
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債

　
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等
で
、

　
平
成
5
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務

　
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権

　
利
ま
た
は
受
け
る
資
格
が
有
り
、
か

　
つ
、
平
成
5
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

　
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子
も
孫
も
有
す

　
る
に
至
ら
な
か
っ
た
方
に
、
額
面
9
0

　
万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

　
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
援
護
係
（
智
内
線
魏
）
へ
。

「
公
図
」
の
閲
覧
に
は

　
　
　
手
数
料
が
必
要
で
す

　
1
0
月
1
日
か
ら
法
務
局
で
の
公
図
の

閲
覧
に
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
数
料
は
1
枚
4
0
0
円
で
、
登
記
印

紙
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。■

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
地
方
法
務
局
十

　
日
町
出
張
所
（
千
代
田
町
智
5

2
1
2

　
5
7
5
）
へ
。

9
月
は
障
害
者

　
　
　
雇
用
促
進
月
間
で
す

～
も
う
一
人
あ
な
た
の

　
　
　
　
　
職
場
に
障
害
者
を
～

　
障
害
者
の
雇
用
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
チ
ェ
ン
ジ
の
時
代
で
す
。

も
う
一
度
考
え
て
く
だ
さ
い
。
「
仕
事
に

人
を
」
か
ら
「
人
に
仕
事
を
」
の
視
点

で
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

町
（
十
日
町
職
安
盈
57
－
2
4

0
7
）
へ
。

妻
有
街
道

　
　
　
　
歩
け
歩
け
大
会

～
さ
つ
ま
い
も
お
こ
し

　
　
　
　
田
麦
そ
ば
・
山
賊
汁
～

■
と
　
き
　
1
0
月
1
0
日
㈲
雨
天
決
行

受
付
”
午
前
7
時
3
0
分

出
発
“
午
前
9
時

■
集
　
合
　
市
役
所
前

■
コ
ー
ス
　
市
役
所
↓
栃
窪
峠
（
1
8
キ
。
）

■
参
加
資
格
　
健
康
な
人
で
年
齢
・
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
費
　
中
学
生
以
上
”
1
、
5
0

　
0
円
　
小
学
生
以
下
H
l
、
0
0
0

円
　
当
日
受
付
で
徴
収
。

■
定
員
3
0
0
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
1
0
月
1
日
働
ま
で
に
六

箇
地
区
公
民
館
（
智
5

2
1
5
4
3

　
4
）
、
ま
た
は
川
治
地
区
公
民
館
（
盈

　
52
1
2
2
2
3
）
、
総
合
体
育
館
（
智

　
52
…
4
3
7
7
）
へ
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
発
団

40

周
年
・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

　
発
隊
1
0
周
年
記
念
式
與

～
O
B
の
万
も
参
加
く
だ
さ
い
～

■
と
　
き
　
9
月
1
5
日
㈱
午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
中
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
①
記
念
式
典
H
午
前
1
0
時

「住宅統計調査』日10月1

．
｝

へ
．
㌧

」■隔●（

L一∠

主宅統計調

幽問い合わせ

　総務課文書広報係

　盈57－3111　内線213へ。

　10月1日現在で、全国一斉に“住

宅の国勢調査”ともいわれる住宅

統計調査が行われます。この調査

は、“豊かな住生活”実現のための

基礎となる大切なものです。

　調査対象となる世帯は、市内で

約12，700世帯のうち、約2，300世帯

となっています。調査対象となっ

た世帯には、9月23日から調査員

が調査票を持って調査のお願いに

伺いますので、しご協力をお願いし

ます。

　なお、調査した事項は、統計を

作るためだけ使用し、その他の目

的には一切使用しません。

30

分
～
11
時
4
0
分
②
長
岡
地
区
ス
カ

ウ
ト
と
の
ゲ
ー
ム
交
流
会
H
午
後
1

時
～
3
時

■
問
い
合
わ
せ
　
来
迎
寺
内
ボ
ー
イ
ス

　
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一
団
根
津
（
盈
52

1
2
1
3
8
）
へ
。

「
火
打
山
（
妙
高
連
峰
）
」

　
　
　
　
市
民
八
イ
キ
ン
グ

■
と
き
1
0
月
2
日
㈹
～
3
日
㈹

集
合
口
午
後
1
1
時
　
十
日
町
市
公
民

館■
と
こ
ろ
　
火
打
山
（
妙
高
連
峰
の
最

高
峰
2
、
4
6
2
㌶
）
A
コ
ー
ス
…

火
打
山
山
頂
、
B
コ
ー
ス
…
高
谷
池

■
募
　
集
　
2
0
名
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

■
参
加
費
　
大
人
4
、
5
0
0
円
、
小
学

生
3
、
0
0
0
円
（
説
明
会
時
納
入
）

■
説
明
会
　
9
月
2
8
日
㈹
午
後
7
時
3
0

分
　
十
日
町
市
公
民
館

■
申
し
込
み
　
9
月
2
5
日
dD
ま
で
に
十

　
日
町
市
公
民
館
へ
。
電
話
に
よ
る
申

　
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
徳
永
印
刷
（
盈
5
7
1

　
8
4
4
4
）
へ
。

74
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「
私
の
見
た
信
濃
川
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
作
品
展

　
建
設
省
信
濃
川
工
事
事
務
所
が
募
集

し
た
「
第
5
回
私
の
見
た
信
濃
川
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
9
5
点
の
応
募
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

20

点
が
入
賞
し
ま
し
た
。
母
な
る
川
信

濃
川
を
カ
メ
ラ
の
目
で
と
ら
え
た
入
賞

作
品
展
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
9
月
1
5
日
㈱
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
ギ
ャ
ラ

　
リ
ー

お
は
な
し
の
へ
や
（
秋
の
巻
）

闇
と
　
き
　
つ
月
2
5
日
d
D
午
後
3
時

　
～
4
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

■
対
象
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

■
内
　
容
　
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ

　
ル
シ
ア
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
図
書
室
（
費

　
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

酒
害
の
懇
談
会

■
と
　
　
き

■
と
こ
ろ

■
申
し
込
み

1
2
4
n
O
）

保
健
衛
生
係

し
て
く
だ
さ
い
。

9
月
1
7
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

＋
日
町
保
健
所

　
十
日
町
保
健
所
（
費
5
7

　
　
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
（
姪
内
線
瑚
）
へ
予
約

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
9
月
2
4
日
働

　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
柳
沼
医
師
（
五
日
町
病
院
〉

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

総
合
体
育
館
（
奮
駿
ー
4
3
7
7
）

第
7
回
十
日
町
長
距
離

カ
ー
．
ニ
バ
ル

■
と
　
き
　
9
月
2
3
日
㈲

競
技
開
始
”
午
前
9
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
日
　
程
　
午
前
9
時
3
0
分
H
中
学
男

子
㎜
層
、
1
0
時
H
男
子
㎜
折
、
1
0
時

◇　
O
　
　
◇

0
　
ρ

　
　
　
昌

㌦・薦i

承・＾し＾

　
．
〃

．
“

●

第27回市民スポーツ大会
9月24日働までに各事務局か総合体育館へ。

15

分
口
女
子
㎜
材
、
1
0
時
4
0
分
H
中

学
男
子
㎜
材
、
1
1
時
5
0
分
”
男
子
㎜

層
、
午
後
1
時
3
0
分
H
小
学
男
子
㎜

屑
、
1
時
5
0
分
H
小
学
女
子
枷
㌶
、

2
時
1
0
分
”
女
子
㎜
材
、
2
時
3
0

分
H
女
子
㎜
材
、
3
時
2
0
分
”
男
子

　
一
万
㌶

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆

フ
ィ
ツ
ト
ネ
ス
（
第
2
期
）

■
と
　
き
　
9
月
7
日
㈹
～
n
月
1
8
日

㈲
ま
で
．

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

塗

8月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 苑者数

十日町市
平成5年 18（106） 19（113） 1（4）

平成4年 25（118） 31（137） 1（2）

川西町
津南町
中里村

平成5年 12（68） 16（88） 1（4）

平成4年 16（74） 19（88） 0（0）

計
平成5年 30（174） 35（201） 2（8）

平成4年 41（192） 50（225） 1（2）

■
内
　
容

昼
の
部
（
午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0

分
）
▼
月
・
水
・
木
…
フ
リ
ー
ト
ヒ

　
ー
ニ
ン
グ
▼
火
…
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▼
金
…
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
ウ
ォ
ー
ク
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

夜
の
部
（
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0

分
）
▼
月
・
金
…
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ウ

　
ォ
ー
ク
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▼
水
…
ソ

　
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
▼
木
…
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

■
申
し
込
み
　
当
日
総
合
体
育
館
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

交通安全キャンペーン

　
　
一
．
ぬ

　
　
3
箆

伊
，
　
　
一
｛
，
噂

■秋の全国交通安全運動
　　　　　　　　　　　　る　
　＝9月21日～30日＝　　∀

　行楽シーズンを迎えま償
　　　　　　、　　　　　　　矧　⑩隔した。「秋の道心のゆとり

妻窒畿贈ゑ

　　　　農道の交差点で
　．器　　　　　　　死亡事故
　ノ身

　　　　8月19日㈲午後6時30分ごろ、

　　　　谷内丑地内の農道の交差点で、

19歳の男性が運転する普通乗用車と16歳

の女性が運転するバイクが出合いがしら

に衝突し、バイクの高校生が脳挫傷など

でまもなく死亡する事故が発生しました。

■申し込み

期日 部　　　　　　門 会　　　　　場一 参　加　対　象 闇い合わせ
『（事務局）

3日
ソフ　トボール 信濃川運動公園野球場 一　　般　　男　　女 重野光夫（費57－6308）

小学生サッカー大会 東小学校グラウンド 小　　　学　　　生 庭野和浩（溶57－3111、内線335）

10日

駅伝競走大会 陸上競技場ほか市内道路 地域・職場・高校・中学・女子 福崎勝幸（費57 3111、内線243）

体操競技大会 十日町高校東体育館 ジュニア・中学生・一般 村山　　　浩
（盈52－3758）

野
球

学童野球大会 信濃川運動公園野球場
小学6年生の部

小林　　繁
（費57－4508）

小学5年生以下の部

400歳野球大会
サン・スポーツランド

野　　　球　　　場

一／　但し選手は40歳以上
　で1チームの年齢合
般／韓鍔芽聖oo歳以上

バスケットボール大会 十日町高校西体育館 一般男女（高校生含む） 樋口　　信
（智57－3307）

卓　　球　　大　　会 市　民　体　育　館 中学生・高校生・一般 南雲和幸（雪57－3111、内線134）

ソフトテニス大会 信濃川運動公園庭球場 一般男女・婦人・高校生・
中学生（但し3年生のみ） 湯沢一彦（智57－9166）

硬式テニスシングルス大会 サン・スポーツランド
総合公園庭球場

男女各シングルス（AとB） 岡村久男（智57－8757）

ジュニアバドミントン大会 吉田中学校体育館 小学生・中学生（女子のみ） 蔵品茂昭（奮57－3111内線333）

パパママ9人制バレーボール大会 総　合　体　育　館 既　　婚　　男　　女 小杉良一（智57－4256）

柔　　道　　大　　会 武道館柔道場 小・中学生・一般（高校生含） 高橋輝雄（留57－8243）

剣　　道　　大　　会 西小学校体育館 小学生・中学生・高校生 田川正幸（暦57－2625）

空　手　道　大　会 武道館空手道場 小・中学生・一般（高校生含） 西野幸雄（費57－8339）

相撲競技大会 西小学校相撲場 小学生（3、4、5年）男子 古畑豊和（盈52－3525）

サイ　ク　リ　ング 野沢温泉→切明温泉 中　学　生　以　上 清野山和夫
（奮57－4860）

17日 登　　　　　　　山 湯沢町平標山 一　　般　　市　　民 大島和弘（費52－3483）

18日 ゲートボール大会 信濃川運動公園野球場 連　　盟　　会　　員 中川久吉（盈57－3414）

獅
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1
　
明
石
ち
ぢ
み
の
誕
生
　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

”
越
後
名
物
か
ず
か
ず
あ
れ
ど

　
　
明
石
ち
ぢ
み
に
雪
の
肌
…
…
”

と
う
た
わ
れ
た
、
明
石
ち
ぢ
み
と
い

う
織
物
が
開
発
さ
れ
た
の
は
、
今
か

ら
百
年
余
り
前
の
明
治
二
十
年
こ
ろ

の
こ
と
で
す
。

　
『
十
日
町
織
物
同
業
組
合
史
』
に

よ
る
と
、
柏
崎
の
ち
ぢ
み
問
屋
の
洲

崎
栄
助
氏
と
い
う
人
が
、
京
都
の
西

　
　
　
ば
ん
し
ゅ
う

陣
で
、
播
州
（
兵
庫
県
）
明
石
地
方

特
産
の
明
石
ち
ぢ
み
と
い
う
木
綿
織

物
を
絹
で
作
る
研
究
を
し
，
て
い
る
の

を
み
て
、
西
陣
よ
り
も
湿
度
が
高
く
、

越
後
ち
ぢ
み
い
ら
い
の
強
撚
の
技
術

を
も
っ
て
い
る
十
日
町
の
方
が
織
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
れ

の
に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
、
裂
見

本
を
持
参
し
て
十
日
町
の
ハ
タ
ヤ
の

佐
藤
善
次
郎
氏
（
米
忠
）
に
見
せ
て

研
究
を
す
す
め
た
の
が
発
端
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
あ
い

　
明
石
ち
ぢ
み
の
独
特
の
風
合
に
魅

せ
ら
れ
た
佐
藤
氏
は
近
所
の
田
口
米

蔵
氏
（
沢
喜
）
と
共
同
で
研
究
を
始

め
た
が
、
最
大
の
難
関
は
撚
糸
技
術

で
し
た
。

　
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
は
じ
め
て
商

品
が
世
に
出
た
の
は
明
治
二
十
四
・

五
年
こ
ろ
で
す
が
、
強
撚
織
物
の
た

め
難
点
が
多
く
大
変
な
難
産
で
し
た
。

試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
が
三
十
年
も

続
き
、
大
正
六
年
こ
ろ
に
な
っ
て
よ

う
や
く
、
一
応
の
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま

　
　
　
　
　
　
　
す
き
や
ち
り
め
ん

し
た
。
は
じ
め
は
透
綾
縮
緬
と
呼
ば

れ
ま
し
た
が
、
十
日
町
機
業
改
良
組

合
長
の
根
津
五
郎
右
工
門
氏
が
原
産

地
に
ち
な
ん
で
”
明
石
ち
ぢ
み
”
と

命
名
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
ぬ
れ
る
と
ち
ぢ
む
と
い

う
欠
点
を
蒸
熱
加
工
で
克
服
し
て
“
ち

ぢ
ま
ぬ
明
石
”
に
な
っ
た
の
が
大
正

末
年
で
、
昭
和
九
年
防
水
加
工
に
よ

っ
て
“
ぬ
れ
な
い
明
石
”
が
完
成
し

て
、
夏
物
の
王
者
と
し
て
一
世
を
風

び
し
た
の
で
す
。

　　　　　　かすり　　ひとっばしま
明石ちぢみ（緋に1羽縞・片しぽ）

ρφ

　　　　　　　　　紙　　　　　　　鞭　　　　灘　　溺響

　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノノゲシ

夜はしぼみます。　　　　　　　　　羅魑

狸蓼彙麟。霧畜農毛．、．．．臨’贋　

ん。茎や葉を切ると白い汁が出ます。

．総膿欝騰蔀諺黍
のエサになります・　　　（丹ノノゲシ）図2（ノゲシ）
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口

鯉，㊨73　　ζ蕊簾戯；寺雁8）

　名球会往年の名選手から指導を受けた

郡市内の小・中学校球児。平松民からは

ピッチングの基礎をやさしく教えてもら

いました。また、親善試合では地元絹の

都チームが4対1で圧勝し、平山知事も

トップバッター、2塁手で出場してハッ

スルプレーを披露。最後に投げた村田投

手の豪速球に地元選手は三振の山を築き、

まざまざと威力を見せつけられました。

暫
　
駄
野

口世帯数

驚
・
　
、
撫
嘆
曝
響
拶
葺
嚢
藝

多
轟
　
　
　
｝
饗
慈
融
義
、

謡
編
集
後
記
囲
囲

　
今
年
の
夏
も
恐
竜
ブ
ー
ム
で
、
い
ろ

い
ろ
な
催
し
物
に
恐
竜
が
主
役
に
座
り
、

す
っ
か
り
夏
の
季
語
（
？
）
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
例
年
で
す
と
海
水
浴
に
出
か

け
、
強
い
日
差
し
に
こ
ん
が
り
ロ
ー
ス

ト
さ
れ
、
な
ぜ
か
健
康
に
な
っ
た
気
分

に
浸
れ
る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
今

年
は
、
一
度
も
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
夏
の
記
録
的
な
長
雨
と
低
温
に

よ
る
、
実
り
の
秋
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
戦
後
最
大
級
の
台
風
十
三
号

が
、
九
州
を
中
心
に
大
き
な
爪
あ
と
を

残
し
ま
し
た
。
台
風
に
よ
る
災
害
の
脅

威
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
十
分

な
安
全
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
㊥

吃
響
謬
裳
靱
藩
蔚
難
馨
箋
f
ー

76




